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所IT 発

だ
い
き

お
父
さ
ん
f
大
樹
も
こ
ん
な
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
よ

こ
の
春
、
わ
が
家
の
長
男
も
保
育
園
に
入

園
し
ま
し
た
。

近
所
に
同
じ
年
頃
の
お
子
さ
ん
も
お
ら

ず、

一
人

っ
子
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
私
と
ば

か
り
遊
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
保
育
園
に
入

園
し
て
か
ら
は
友
達
も
で
き
、
多
勢
で
遊
ぶ

楽
し
さ
を
知
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
通
園

す
る
事
が
楽
し
い
ら
し
く
毎
日
元
気
よ
く

通
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
十

一
月
｜
交
替
要
員
の
乗

組
員
三
十
八
人
の

一
人
と
し
て
勤
務
地
（
事

業
基
地
）
の
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
に
赴
任
途
中
、
モ

l
リ
シ
ャ
ス
沖
合

よだA
S
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英:a. 
同

片
綱
策
七
会
長
（
写
真
）
と
直
筆
の
色
紙

去
る
六
月
十
八
日
、
東
京
築
地
の
中
央
魚

類
株
式
会
社
・
片
桐
栄
七
会
長
か
ら
、
同
氏

の
米
寿
を
記
念
し
て
本
会
鈴
木
善
幸
理
事
長

に
御
寄
付
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

橋

口

あ

や

子

の
洋
上
で
、

一
瞬
の
内
に
散
っ
て
し
ま
っ
た

主
人
は
、
そ
の
父
と
親
子
二
代
の
海
の
災
禍

を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
を
出
る
と
き
、
生
後
五

O
日
余
の
長
男

を
抱
き
あ
げ
、
別
れ
を
惜
し
む
情
ま
る
出
し

に
、
幾
度
も
幾
度
も
頬
ず
り
し
て

『行
っ
て

J

宇
湾
、
べ
」
／
勺
J

7ω
ー
な
の
い
同
巧
伶

術
均
九

手
掛

そ
の
際
、
片
桐
会
長
直
筆
に
よ
る
、
頭
書

の
達
筆
で
、
あ
じ
わ
い
の
あ
る
句
の
色
紙
を

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寺三
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I • 
重
重
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平
成
二
年
度
は
、
本
会
設
立
二

O
周
年
記

念
事
業
を
実
施
、
新
た
に
大
学
等
在
学
生
に

対
す
る
奨
学
金
貸
与
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、

「第
六
期
育
英
資
金
募
金
運
動

（
四
か
年
計
画
、
目
標
額
五
億
円
）
」
の
初

年
度
で
あ
る
本
年
度
の
寄
付
金
は
計
画
を
上

回
り
、
育
英
事
業
の
基
盤
強
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
事
業
結
果
の
概

要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

御
支
援
・
御
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

。
事
業
状
況

一
、
学
資
給
与
事
業
H
幼
児
か
ら
中
学
生
ま

で
の
奨
学
生
八
七
四
名
に
、

入
学
祝
い
金
を

含
め
て
七
、
四
八
七
万
円
を
給
与
し
ま
し

た
。

く
る
よ
ー
待
っ
て
て
ね
』
の
声
を
残
し
て
旅

立
っ
た
の
で
し
た
が
、
二
十
八
歳
の
父
と
生

後
間
も
な
い
未
だ
肉
親
の
情
が
通
ず
る
は
ず

も
な
い
子
と
の
、
も
ど
か
し
い
別
れ
（
永
遠
）

の
情
景
が
、
い
ま
も
生
々
し
く
鮮
明
に
私
の

記
憶
の
中
に
あ
り
ま
す
。

今
年
で
満
四
歳
に
な
っ
た
長
男
も
、
父
の

死
に
つ
い
て
は
ま
だ
理
解
で
き
ず
、
写
真
や

仏
壇
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
て
い
る
の
を
見

る
と
、
父
親
の
感
触
と
い
う
も
の
を
知
ら
ず

に
育
つ
の
か
と
、
改
め
て
か
わ
い
そ
う
に
思

え
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
四
年
間
親
子
と
も
に
、
あ

ま
り
寂
し
さ
を
感
じ
ず
に
暮
ら
し
て
こ
れ
た

の
も
、
家
族
や
友
人
、
周
囲
の
方
々
に
助
け

ら
れ
、
励
ま
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
度
、
奨
学
生
と
し
て
、
育
英
会

か
ら
御
援
助
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
子
供
の
成
長
を
楽
し
み
に

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
を
支
え
に
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（一
丁
蹴
鹿
児
島
県
枕
崎
市
枕
崎
一
六
八
O
）

二
、
奨
学
金
貸
与
事
業
H
入
学

一
時
金
を
含

め
て
高
校
奨
学
生
二
O
三
名
に
四
、
七
三

O

万
円
を
、
大
学
等
奨
学
生
四
O
名
に
二
、
六

八
四
万
円
、
合
計
七
、
四
一
四
万
円
を
貸
与

し
ま
し
た
。

三
、
育
英
事
業
推
進
事
業
H
①
漁
船
海
難
遺

児
と
母
親
の
文
集
「
お
母
ち
ゃ
ん
、
お
父

ち
ゃ
ん
買
っ
て
」
を
作
成

・
配
布
、
②
山
口

県
萩
市
に
お
い
て
、
海
難
遺
児
漁
業
従
事
者

等
座
談
会
を
開
催
、
③
八
月
に
、
本
会
設
立

二
O
周
年
記
念

「漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
の
つ
ど
い
」
を
開
催
、
④
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
、
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

⑤
「
育
英
会
だ
よ
り
」
の
発
行
、

⑥
漁
船
海

難
遺
族
生
活
実
態
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

。
寄
付
金
等

本
年
度
の
寄
付
金
は
一
億
七
、
四
六
二
万

円
に
達
し
、
励
ま
し
お
じ
さ
ん

・
お
ば
さ
ん

四
六
九
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
資
金
は
二
、

七
八
七
万
円
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
園
、

側
日
本
船
舶
振
興
会
及
び
朝
日
新
聞
東
京
文

化
厚
生
事
業
団
か
ら
補
助
・
寄
付
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
各
事
業
に
充
当

し
ま
し
た
。

l
平
成
三
年
度

第
四
選
考
委
員
会
を
開
催

本
年
度
第

一
回
奨
学
生
願
書
の
受
付
け
は

五
月
十
五
日
に
締
切
り
、
選
考
委
員
会
を
二

十

一
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
本
年
度
第
一
回
新
規
奨
学
生
と
し
て
一

一
O
人
の
採
用
を
決
定
し
ま
し
た
。
現
在
の

奨
学
生
数
は
裏
面
の
「
都
道
府
県
別
奨
学
生

数
」
の
と
お
り
、
一
、

O
O二
人
と
な
り
ま
す
。

こ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
事
故
後
幾
年
も

経
過
し
た
出
願
者
の
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ

れ
、
出
願
の
遅
延
・
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
、

関
係
者
に
対
す
る
育
英
制
度
の
周
知
徹
底
と

事
故
の
早
期
把
握
の
方
法
に
つ
い
て
、

今
後

の
課
題
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
平
成
四
年
度
に
高
校
文
は
大
学
等

に
進
学
を
予
定
さ
れ
る
方
に
、
早
期
に
進
路

を
決
定
し
、
安
心
し
て
進
学
準
備
が
で
き
る

よ
う
、
事
務
局
で
は
予
約
採
用
制
度
の
導
入

等
に
つ
い
て
現
在
検
討
中
で
す
。
準
備
が
で

き
次
第
、
県
漁
連
、
漁
協
及
び
中
学
三
年
、

高
校
三
年
に
在
学
中
の
奨
学
生
に
関
係
資
料

を
お
送
り
し
ま
す
。

。

恵
一
（
小
六
）
は
町
の
子
ど
も
会
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。
昨

年
は
優
勝
し
た
の
で
す
が
。
修
学
旅
行
は
広

島
市
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た

そ
う
で
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
の
事

で
す
。
中
学
三
年
の
真
一
は
高
校
入
試
に
向

け
今
か
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（福
岡
市
椎
田
町

・
佐
野
タ
エ
子
）

O
小
学
校
六
年
の
千
恵
は
、
ソ
ロ
パ
ン
が

好
き
で
、
い
ま
三
段
で
す
が
、
日
商
の
検
定

は
な
か
な
か
上
級
に
進
め
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら

も
高
い
段
位
を
取
り
た
い
と
が
ん
ば

っ
て
い

ま
す
。

（
青
森
県
百
石
町
・

木
村
麗
子
）

O
早
速
ご
送
金
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
回
か
ら
奨
学
金
を
二
、

0

0
0
円
も
上
げ
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
大
切
に
使
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き

今
年
の
四
月
一
日
よ
り
「
育
英
会
」
の
職

員
に
な
り
ま
し
た
、
福
留
恭
子
で
す
。

私
は
東
京
に
生
ま
れ
育
ち
、
海
か
ら
離
れ

た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
漁

業
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
す
る
こ
と
な
く
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
自
分
が
普
段
食
べ
て
い
る

ごあいさつこ
の
度
、
四
月

一
日
付
で
採
用
と
な
っ
た

桜
田
と
申
し
ま
す
。
育
英
会
に
来
て
早
や
四

カ
月
目
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
漁
業
関
係
は
今
ま
で
全
く
無
縁
の
こ

と
で
し
た
の
で
、
何
も
か
も
が
新
し
い
事
ば

か
り
で
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
沢
山

本
年
度
は
岩
手
県
で

夏
休
み
に
三
泊
四
日
の
旅
を
交
通
遺
児
た

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

「サ
ン
ケ
イ
福
祉
の

船
」
に
、
産
経
新
聞
東
京
本
社
の
御
厚
意
に

よ
り
前
年
度
に
引
続
き
本
会
奨
学
生
も
招
待

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
対
象
は
、
関
東
一
都
六
県
、
青
森

・

秋
田
県
を
除
く
東
北
六
県
及
び
静
岡

・
新
潟

県
に
在
住
す
る
小
学
校
五
、
六
年
生
の
交
通

遺
児
と
本
会
奨
学
生
合
わ
せ
て
百
名
で
す

が
、
本
会
奨
学
生
の
希
望
者
は
学
校
の
部
活

な
ど
と
重
な
り
予
定
を
下
回
る
七
名
で
し
た
。

本
年
度
は
、
七
月
二
十
八
日

1
三
十

一
日

に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ー
ス
は

ま
す
。
主
人
は
一
昨
年
十
月
に
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
達
人
小
三
と
新
入
園
児
）

も
新
し
い
環
境
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
元

気
に
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（札
幌
市
南
区

・
大
坂
明
美
）

福留恭子桜田めぐみ

魚
の
背
景
に
、
多
く
の
悲
し
い
事
故
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
月
、
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
主

催
の
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
慰
霊
祭
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
多
く
の
遺
族

の
方
々
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
改
め

て
海
難
事
故
の
多
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し

た
。漁

船
海
難
遺
児
育
英
事
業
に
対
し
て
認
識

不
足
の
面
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
今
後
皆
様

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
育
英
事
業
の
充
実

の
た
め
微
力
を
尽
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
父
親
が

海
の
事
故
で

E
く
な
っ
た
遺
族
の
方
々
の

お
気
持
ち
を
考
え
る
と
胸
の
痛
む
毎
日
で

す
。し

か
し
時
折
、
育
英
会
に
寄
せ
ら
れ
る
お

手
紙
の
中
に
は
、
奨
学
生
の
皆
さ
ん
の
近
況

報
告
が
書
か
れ
て
お
り
、
毎
日
勉
強
や
部
活

に
励
ん
で
い
る
と
の
明
る
い
内
容
を
読
む
と

私
も
安
心
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
育
英

会
を
通
し
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
次

第
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
の
聞
か
ら
、
げ
い
び
渓
、
小
岩
井
農
場
、

竜
泉
洞
、
陸
中
海
岸
の
北
山
崎
、
盛
岡
、
そ

の
聞
に
飯
合
炊
は
ん
、
打
ち
上
げ
花
火
大

会
、
海
猫
の
餌
づ
け
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
l
等
盛
り
沢
山
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
は
、
健
康
に
留
意
し
、
楽

し
い
夏
休
み
の
思
い
出
と
多
く
の
友
だ
ち
を

つ
く
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
リ
テ
ィ

1
絵
画
展

「
新
井
理
夫
油
絵
墨
彩
0
展
」
開
催

群
馬
県
桐
生
市
の
新
井
理
夫
氏
に
は
、
七

月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
、
長
崎
屋
桐
生
店

三
階
に
お
い
て
、
「
第
二
回
漁
船
海
難
遺
児

を
励
ま
す
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
」
と
し
て
個
展
を

開
催
さ
れ
ま
す
。

本
育
英
事
業
に
深
い
理
解
を
も
た
れ
て
い

る
同
氏
に
は
、
昭
和
六
十
年
に
も
同
様
の
個

展
を
開
催
し
、
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
立

寄
り
下
さ
い
。
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企 ：か 金るにで積催一民は

＠ 
たび業済さ全日 募た的で セ五記

声 r ・ j らでこ つ組極し千文、全

に等れ国 漁 ⑭ 金沼なは漁でけ恒 ⑪員平資貝『 j多はといみ的ま人化七国
け手 まか東協 を田募、船盛十事行例

；年の員 ：の地で組ん 雰た参！gハ産
のしら京の 呼知金特海大 六 と

期る全た二・共 び事活設難遺 に日 「 な
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にE 1 。等募め 業ま、開等県で し呼事漁催、十』：「 とれ 会 ツ の

平
成
三
年
三
月
か
ち
り
六
月
末
ま
で
に
御
寄

付
い
た
だ
い
た
方
々
の
御
芳
名
を
掲
げ
、
そ

の
御
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

。
御
芳
名

（敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（各
都
道
府
県
の
漁

連
、
信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る

「漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
」
で
取

扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
付
金
を
含
み
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
名

〈
（
）

内
も
同
じ
。
〉

は
、
地
方
協
議
会
の
都
道
府
県
名
を
い
い
ま

す
。〔

三
月
〕

マ
三
上
繁
三
（
北
海
道
）

マ
釧
路

市
漁
業
後
継
者
連
絡
協
議
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ

l
益
金
（
同
）

マ
日
本
海
港
町
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

・
爾
志
地
区
す

け
そ
う
部
会
創
立
二
O
周
年
記
念
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト
募
金

（同
）
マ
釧
路
機

船
漁
業
協
同
組
合

・
職
員

一
同
（
同
）
マ
鶴

津
幸
雄

・
香
典
返

（同
）
マ
久
保
政
三

・
香

典
返
（
同
）

マ
岡
田
晃
三
（
三
重
県
）

マ
森

川
範
江

（同）

マ
内
山
重
幸
（
同
）マ
湯
浅
康

史

（同）

マ
三
重
県
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議

会

（同
）
マ
堀
餓
士

・
黄
綬
褒
章
受
賞
記
念

（
大
分
県
〉
マ
鈴
木
な
か

（千
葉
県
）
マ
鈴

木
克
枝
ハ
同
）
マ
中
村
和
夫
〈
富
山
県
）

マ

梱
制
仲
刊
排
他
品
倒
的
助
国
姉

i
ハ
却
剛
ハ
自
】
河
耐
取
回
目
m
）

門

V
掴
貝
宥
路
品
開

『｜育 ｜
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御」ノ

寄
イ寸

の
お
ネL

奨
学
資
金
の
御
寄
付
を
賜
っ
た
会
員
の
御
芳

名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

。
御
芳
名

（敬
称
略
）

〔
四
月
〕

マ
石
渡
光
雄

・
継
続
（
川
崎
市
）

マ
遠
藤
邦
夫

・
継
続

（朝
震
市
）
マ
加
藤
和

子

・
継
続

（米
子
市
）
マ
勝
野
輝
美

・
継
続

（
調
布
市
）
マ
近
藤
富
子

・
新
規
（
伊
勢
原

市
）
マ
瀬
崎
昭
義

・
継
続
（
武
蔵
野
市
）
マ

泰
円
澄

・
敦
世

・
継
続
（
武
生
市
）

マ
武
田

佳
子
・
継
続
（
川
西
市
）

マ
宮
本
誠
・
継
続

（杉
並
区
）
マ
横
田
美
枝
子
・
継
続

（
奈
良

市
）〔

五
月
〕

マ
川
湖
克
朗
・
新
規
（
千
代
田

区
）
マ
土
田
清
蔵

・
新
規

（中
野
区
）
マ
秀

島
敏
男

・
新
規
（
世
田
谷
区
）

〔六
月
〕

マ
鳥
田
道
夫

・
新
規

（練
馬
区
）

マ
中
森
正
元

・
継
続

（藤
沢
市
）

マ
福
留
照

男

・
新
規

（豊
島
区
）

協
婦
人
部
（
同
）
マ
駿
同
幸
子
（
同
）

マ
野

田
泰
彦
（
京
都
府
）
マ
糸
井
俊
雄
（
同
）

マ

松
岡
輝

・
香
典
返
（
香
川
県
）
マ
満
田
昭
直

・
香
典
返
（
島
根
県
）

マ
宮
城
県
漁
協
婦
人

部
連
絡
協
議
会
（
宮
城
県
）

マ
松
固
定
義
・

香
典
返

（大
分
県
）

マ
鳥
取
県
マ
鹿
児
島
県

マ
宮
城
県
マ
京
都
府
マ
広
島
県
マ
茨
城
県
マ

大
分
県
マ
石
川
県
マ
高
知
県
マ
富
山
県
マ
岩

手
県
マ
静
岡
県
マ
兵
庫
県
マ
福
井
県
マ
沖
縄

県
マ
和
歌
山
県
マ
神
奈
川
県
マ
愛
知
県
マ
佐

賀
県
マ
山
形
県
マ
愛
媛
県

〔
四
月
〕

マ
益
田
市
漁
業
協
同
組
合

・
募
金

箱
（
島
根
県
）

マ
宮
本
康
男

・
香
典
返

（和

歌
山
県
）

マ
岡
本
久
生

（
三
重
県）

マ
田
中

一
虞
（
京
都
府
）
マ
山
本
馨
・
香
典
返

（兵

庫
県
）

マ
鹿
児
島
ま
ぐ
ろ
同
友
会

（鹿
児
島

県）

マ
井
口
尭

・
香
典
返
（
岡
山
県
）
マ
落

合
和
彦

・
香
典
返
（
北
海
道
）

マ
原
田

一
幸

（大
分
県
）

マ
厚
岸
水
産
野
球
大
会
（
北
海

道）

マ
川
崎
造
船
側
・
代
表
取
締
役
川
崎
藤

一（
北
海
道
）
マ
兵
庫
県
マ
山
口
県
マ
鳥
取

県
マ
北
海
道
マ
東
京
都
マ
三
重
県
マ
京
都
府

マ
鹿
児
島
県
マ
島
根
県
マ
富
山
県
マ
福
島
県

〔
五
月
〕

マ
原
敬
・
香
典
返

（香
川
県
）

マ

嶋
野
勝
路

・
香
典
返
（
同
）
マ
加
藤
蔦
枝

・

香
典
返
（
兵
庫
県
）
マ
全
の
り
浅
海
増
殖
研

究
発
表
大
会
募
金
箱
（
三
重
県
）

マ
樟
浜
漁

業
協
同
組
合
（
宮
崎
県
）

マ
土
井
美
千
枝

（山
口
県
）
マ
坂
元
虎
吉

（鹿
児
島
県
）

マ

浜
田
喜
久
男
（
京
都
府
）

マ
山
口
県
マ
鳥
取

県
マ
青
森
県
マ
北
海
道

〔
六
月
〕

マ
西
野
仁
司
・
香
典
返
（
京
都

府）

マ
辻
安
一
・
香
典
返

（徳
島
県
）
マ
伺

ま
る
や
海
産

・
代
表
取
締
役
矢
野
俊
明
（
宮

崎
県
）

マ
村
尾
敏
一
・
香
典
返
（
和
歌
山

県）

マ
宮
崎
美
智
子
（
新
潟
県
）

マ
本
間
孝

士
（
同
）
マ
静
岡
県
マ
山
口
県
マ
福
岡
県
マ

石
川
県
マ
北
海
道
マ
高
知
県

二
、
一
般
寄
付

〔
三
月
〕

マ
名
古
屋
鮮
魚
小
売
協
同
組
合

（
名
古
屋
市
）
マ
永
田
清
春
（
同
）

マ
高
橋

圭
介
（
鎌
ヶ
谷
市
）
マ
指
幸
子

（板
橋
区
）

マ
坂
井
溢
郎
（
豊
島
区
）

マ
鈴
木
善
幸
事
務

所
募
金
箱
（
港
区
）

マ
鈴
木
敏
夫
（
横
浜

市
）
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校
・
第
五
十

一
期
生

一
同
（
柏
市
）

マ
鈴
木
良
三
（
船
橋

市
）
マ
大
成
績
油
側
（
江
東
区
）

マ
共
和
水

産
側
（
境
港
市
）
マ
阿
部
栄

一
ハ
盛
岡
市
〉

マ
日
本
遠
洋
雄
網
漁
業
協
同
組
合

（
福
岡

市）

マ
木
村
か
弥
（
渋
谷
区
）
マ
小
林
誠

（
台
東
区
）

マ
三
宅
都
志
子
（
横
浜
市
）
マ

匿
名
（
豊
田
市
）

マ
漬
川
幸
雄
（
釜
石
市
）

マ
福
井
キ
ヨ
（
川
崎
市
）

マ
中
山
筆
子
（
藤

沢
市
）

マ
竹
中
常
夫
（
長
崎
市
）

マ
出
塚
輿

志
次

・
香
典
返
（
北
海
道
七
飯
町
）
マ
新
居

ツ
ヤ
子
（
大
阪
市
）

マ
上
田
都
美
（
荒
川

区
）
マ
家
満
丸
漁
業
（
目
立
市
）
マ
飯
村
久

子
小
野
田
市
）
マ
川
崎
魚
市
場
側

（川
崎

市
）
マ
伺
か
ね
げ
ん
（
中
央
区
）

マ
浜
田
漁

業
側
（
珠
洲
市
）

マ
大
阪
水
産
加
工
業
協
同

組
合
（
大
阪
府
）

マ
全
国
水
産
加
工
業
協
同

組
合
連
合
会
（
中
央
区
）

マ
愛
知
県
立
三
谷

水
産
高
等
学
校
（
蒲
郡
市
）

マ
匿
名

（福
岡

市）

マ
宮
崎
県
漁
連
労
働
組
合
（
宮
崎
市
）

マ
全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
（
港
区
）
マ
中

島
け
い
子
（
藤
沢
市
）
マ
北
里
大
学
水
産
学

部
同
窓
会

・
三
水
会
（
横
浜
市
）

〔四
月
〕

マ
漁
船
保
険
中
央
会
（
港
区
）

マ

高
橋
圭
介
（
鎌
ヶ
谷
市
）
マ
附
漁
業
信
用
基

金
中
央
会
（
港
区
）

マ
匿
名
（
品
川
区
）

マ

鈴
木
良
三
（
船
橋
市
）
マ
全
日
海
下
関
支
部

（下
関
市
）

マ
小
西
灘

・
香
典
返

（
習
志
野

市）

マ
小
林
誠
（
台
東
区
）

マ
中
山
筆
子

（藤
沢
市
）
マ
木
村
か
弥
（
渋
谷
区
）
マ
春

田
孝
二
郎
（
文
京
区
）
マ
桜
井
憲
二

（練
馬

つつ
円
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一
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一
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z一
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4
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4
一
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z
一
げ
一
一同

一
1
一
n
一
M
一
，

区
）
マ
全
日
海
三
崎
支
部

（
三
浦
市
）
マ
水

産
庁
企
画
課
募
金
箱

（千
代
田
区
）
マ
全
漁

連
秘
書
課
募
金
箱
（
同
）
マ
山
口
安
広
（
同
）

マ
上
田
都
美
（
荒
川
区
）

マ
飯
村
久
子
（
野

田
市
）

マ
鳥
羽
一
郎
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
募
金

（
港
区
）
マ
三
浦
大
和

（気
仙
沼
市
）
マ
全

漁
連
募
金
箱
（
千
代
田
区
）

マ
生
田
目
弥
寿

（
調
布
市
）
マ
側
丸
時

（
中
央
区
）
マ
匿
名

（品
川
区
）
マ
全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議

会
（
千
代
田
区
）

〔
五
月
〕

マ
竹
内
常
世

（大
田
区
）
マ
川
崎

魚
市
場
側

（川
崎
市
）
マ
春
田
孝
二
郎

（文

京
区
）
マ
鈴
木
敏
夫
（
横
浜
市
）

マ
千
野
輝

雄
（
松
戸
市
）

マ
中
島
け
い
子

（
藤
沢
市
）

マ
中
山
筆
子

（同
）
マ
鈴
木
良
三
（
船
橋

市
）
マ
山
上
義
人
（
奈
良
市
）

マ
小
林
誠

（台
東
区
）
マ
竹
中
常
夫

（
長
崎
市
）
マ
片

桐
栄
七
・
米
寿
記
念

（
中
央
区
）
マ
東
京
織

物
卸
簡
業
組
合
（
中
央
区
）

マ
側
毎
日
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
千
代
田
区
）

マ
飯

村
久
子

（野
田
市
）
マ
木
村
か
弥

（
渋
谷

区）

マ
上
田
都
美

（荒
川
区
）
マ
高
橋
圭
介

（
鎌
ヶ
谷
市
）
マ
石
井
宏
（
船
橋
市
）
マ
中

井
辰
子
・
偉
夫
・
香
典
返

（国
分
寺
市
）
マ

川
崎
魚
市
場
側

（川
崎
市
）
マ
匿
名
（
品
川

区
）
マ
千
野
輝
雄
（
松
戸
市
）

マ
匿
名
（
墨

U
U川
円
引
汁
門
川

（平底3年8月末現在〉
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。
天
気
図
は

海
難
防
止
の
名
ガ
イ
ド

。
荒
れ
る
海

止
め
る
勇
気
と
待
つ
ゆ
と
り

田
区
）
マ
森
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